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1 はじめに

生存関数の要約指標の一つである平均生存期間（mean survival time; MST）はイベント発現期

間の期待値であり，すべての時間に対する生存関数 S(t)の曲線下面積
∫∞
0 S(t)dtに等しい．観測

された生存時間の最大値が打ち切り（このときの打ち切り時間をCとする）である場合，生存関数

が閉じないためMSTを定義することができない．このとき，特定の時間（境界時間 τ）までのイ

ベント発現期間の期待値である境界内平均生存期間（restricted mean survival time; RMST）を

要約指標とすれば，この問題は生じにくい．ところが，C がτ よりも小さい場合は，S(t | t ≥ C)

の推定値が得られないので，MSTと同様に RMSTを定義することはできない．観測された生存

時間の最大値が打ち切りの場合の生存関数の推定方法として，Efron (1967)は S(t | t ≥ C)を 0と

することを提案しているが，C と τ の差が大きいと，MSTと RMSTの推定値のバイアスは大き

くなってしまう．

本研究では，観察期間の途中で打ち切りが発生しやすい状況である無増悪生存期間を評価項目

とするがん臨床試験を想定し，観測された生存期間の最大値が打ち切りの場合におけるMSTの推

定法を提案する．

2 MSTの推定方法

S(t | t < C)の推定には，(A1) 検査区間右側打ち切りの Kalpan-Meier推定量，(A2) イベン

ト発生時間を検査区間の中点としたKaplan-Meier推定量（Panageasら (2007)）の 2つを考えた．

S(t | t ≥ C)の推定には，(B1) Ŝ(t | t ≥ C) = 0とする方法，(B2) ワイブル分布を仮定して，右

側打ち切りのパラメトリックモデルを用いる方法，(B3) ワイブル分布を仮定して，区間打ち切り

のパラメトリックモデルを用いる方法の 3つを考えた．以上の S(t | t < C)及び S(t | t ≥ C)の組

み合わせによって得られる生存関数からMSTを推定する．

3 シミュレーション

提案するMST推定法の動作特性をシミュレーション実験によって確認した．評価指標には，偏

りと平均二乗誤差を用いた．結果の詳細は当日報告する．
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